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わ
行
在
現
、
は
業
作
修
改
川
河

向
に
流
上
ら
か
内
留
長
る
い
て
れ

　

げ
下
床
の
川
河
の
川
竜
雨
の
後
今

く
い
で
ん
進
に
う
よ
の
ど
が
画
計
の

。
か
の

長
課
設
建

　

前
館
会
内
留
長
、
在
現

向
に
流
上
次
順
、
し
削
掘
を
り
た
あ

た
え
生
に
洲
中
は
に
冬
の
年
今
。
す

。
す
で
定
予
採
伐
を
部
一
の
林
畔
河

含
も
画
計
の
げ
下
床
の
川
河
、
た
ま

ま
り
取
を
望
要
の
等
理
管
川
河
、
め

望
要
に
所
務
事
川
河
川
滝
、
て
め
と

８
（。
す
ま
き
い
て
し
施
実
を
動
活月

）
み
済
施
実
動
活
望
要
に
日

長
町

】
足
補
【

　

所
務
事
川
河
川
滝

下
は
修
改
川
河
の
川
、
は
で
明
説
の

狩
石
は
内
加
幌
。
す
ま
い
行
ら
か
流

、
で
の
す
で
流
上
の
川
竜
雨
系
水
川

時
現
は
で
況
状
捗
進
の
画
計
の
削
掘

で
点

。
す
で
い
ら
く
％

　

活
利
を
ム
ダ
る
あ
に
流
上
、
た
ま

ば
え
例
、
で
と
こ
う
い
と
う
よ
し
用

を
画
計
の
ど
な
る
す
げ
上
嵩
を
ム
ダ

。
す
で
ろ
こ
と
る
い
で
ん
込
り
盛Ｑ　

ん
み
ろ
ほ

旭
が
点
終
の
号

、
で
の
る
い
て

タ
は
へ
院
病
各

に
と
こ
く
行
で

、
た
ま
、
り
な

な
ら
わ
終
が
療
診
に
で
ま
便
の
り
帰

病
な
き
大
の
内
市
、
は
に
き
と
の
便

々
方
う
通
に
院
病
、
ど
な
る
回
を
院

。
す
で
い
し
欲
て
え
考
を
性
便
利
の

　

、
も
て
い
つ
に
ス
バ
Ｒ
Ｊ
く
じ
同

、
ず
か
行
か
し
で
ま
前
駅
は
き
行
川
深

よ
る
ま
停
に
院
病
一
第
や
院
病
立
市

。
か
す
で
の
も
い
な
ら
な
に
う

長
町
　

と
線
路
式
正
が
号
ん
み
ろ
ほ

現
実
を
声
の
ん
さ
皆
は
後
今
、
り
な

と
い
た
き
い
て
せ
さ
展
発
て
け
向
に

来
出
く
手
上
を
学
通
・
院
通
、
は

す
ま
り
あ
が
い
思
う
い
と
か
い
な

間
年
で
復
往
２
日
１
は
で
状
現
、
が

て
し
要
を
用
費
の
ど
ほ
円
万
０
０
８

浮
が
題
問
の
保
確
源
財
、
め
た
る
い

挙
を
見
意
ん
ど
ん
ど
め
た
の
充
拡
の

。
す
ま
い
思
く
た
き
だ
た
い
て
げ

長
町
副

】
足
補
【

　

鉄
は
ス
バ
Ｒ
Ｊ

駅
に
的
本
基
で
の
な
ス
バ
替
代
の
道

川
深
、
り
な
と
行
運
の
で
ま
駅
ら
か

が
の
い
し
難
は
望
要
の
へ
院
病
立
市Ｑ　

方
の
町
内
加
幌
の
先
ら
か
れ
こ

、
て
い
つ
に
性
向

、
後
年

後
年

い
た
き
い
て
し
に
町
な
う
よ
の
ど
を

。
か
す
で
の

長
町
　

は
ン
イ
ザ
デ
ド
ン
ラ
グ
の
町

の
で
ま
今
、
で
題
問
い
し
難
く
ご
す

で
場
立
な
的
導
主
、
方
り
や
の
政
行

立
樹
を
画
計
興
振
の
町
り
は
や
、
は

い
て
え
考
と
い
な
ら
な
ば
れ
け
な
し

ド
ン
ラ
グ
味
意
る
あ
が
れ
そ
。
す
ま

。
す
ま
い
て
え
考
と
る
な
に
ン
イ
ザ
デ

つ
一
も
で
中
の
画
計
興
振
合
総
の
町

の
い
す
や
り
や
が
法
方
る
す
進
推
て

Ｑ　

な
が
ニ
ビ
ン
コ
は
で
代
時
の
今

る
え
考
を
性
便
利
、
で
便
不
は
の
い

も
店
商
。
す
ま
い
て
え
考
と
要
必
と

Ａ
、
が
す
ま
い
思
と
る
出
は
響
影
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い
ま
い
て
し
店
閉
で
時

。
す
ま
い
て
じ
感
を
便
不

長
町
　

法
方
の
良
最
る
き
で
存
共
、
せ
さ
携

渉
交
、
が
す
ま
い
て
め
進
を
議
協
で

く
強
り
粘
、
れ
わ
思
と
る
す
航
難
は

コ
で
内
道
。
す
ま
き
い
で
ん
組
り
取

ま
り
あ
ど
な
例
条
地
立
業
企
、
で
の

あ
が
と
こ
る
来
出
に
政
行
、
で
の
す

た
き
い
て
し
を
援
支
に
的
極
積
ば
れ

。
す
ま
い
て
え
考
と
い
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成
平

度
年

　

会
談
懇
政
町

を

施
実

　

成
平

月
７
年

ら
か
）
木
（
日

8
月

場
会
５
内
町
、
で
ま
）
木
（
日

年
例
。
た
し
ま
し
施
実
を
会
談
懇
政
町
、
て
い
お
に

を
会
談
懇
本
に
頃
月

、
け
向
に
置
措
算
予
の
度
年
次
は
度
年
本
、
が
す
で
ろ
こ
と
た
い
て
し
催
開

。
た
し
ま
り
な
と
催
開
の
し
倒
前

　

平
「、
」
て
い
つ
に
害
災
「
や
」
せ
ら
知
お
の
定
改
区
挙
選
「、
は
で
場
会
各

成

ど
な
」
て
い
つ
に
通
交
共
公
域
地
「、
」
績
実
の
税
納
と
さ
る
ふ
の
度
年

る
す
関
に
般
全
政
町
他
の
そ
、
問
質
う
伴
に
れ
そ
は
ら
か
者
加
参
し
明
説
を

。
た
し
ま
り
な
と
会
機
な
重
貴
う
伺
を
見
意
・
望
要

　

ら
知
お
ど
な
見
意
な
主
、
望
要
た
し
ま
り
な
に
題
話
で
会
談
懇
、
は
回
今

。
す
ま
し
せ

　

。
す
ま
い
て
し
載
掲
し
約
要
を
容
内
、
は
て
し
ま
き
つ
に
答
回
・
問
質
※

●

治
自
興
振

区

月
７

）
木
（日

時

館
会
興
振

者
加
参

　

名
７

て
い
つ
に
修
改
川
河
川
竜
雨

●

・煙
親・
和
平

　
　
　
　

区
治
自
内
留
長

月
７

時
９
）
火
（日館

会
和
平

者
加
参

　

名

て
い
つ
に
町
内
加
幌
の
後
今

利
の
ス
バ
Ｒ
Ｊ
び
及
号
ん
み
ろ
ほ

て
い
つ
に
上
向
便

●

区
治
自
内
加
幌

）
火
（日
１
月
８

時

者
加
参

　

名
て
い
つ
に
ニ
ビ
ン
コ
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う
よ
し
成
作
を
簿
名
者
護
援
要

だ
た
い
て
え
教
で
と
こ
う
い
と
」
報

が
と
こ
た
れ
わ
言
と
だ
誰
は
宅
お多

者
護
援
要
、
で
の
た
し
ま
り
あ
々

い
だ
た
い
て
し
成
作
で
場
役
は
簿
名

ま
い
て
じ
感
と
は
で
の
い
い
が
方
た

。
す

長
町
　

人
個
は
の
る
す
載
掲
に
簿
名

を
解
了
の
人
本
、
で
の
る
な
と
報
情

町
て
め
と
ま、
し
査
精
で
場
役。
す
ま

委
生
民、
た
ま。
す
ま
い
て
え
考
と
た

、
け
向
に
有
共
報
情
も
に
署
察
警
・
員

。
す
ま
い
思
と
い
た
き
い
て
し
善
改Ｑ　

町
、
て
え
考
を
性
来
将
、
が
す
で
修

。
す
ま
い
思
と
い
た
き
だ
たＡ　

成
平

計
の
し
壊
り
取
に
度
年

跡
院
病
は
後
今
。
す
ま
い
て
し
を
画

化
震
耐
館
民
公
央
中
や
画
計
用
利
地

い
て
し
成
作
を
画
計
え
ま
踏
を
事
工

。
す
ま
き

Ｑ　

て
し
と
準
基
る
す
を
備
準
難
避

ま
い
思
と
る
な
に
断
判
の
で
計
量
雨

い
良
ば
れ
知
を
量
雨
で
何
、
で
の
す

長
課
務
総

　

設
を
計
量
雨
で
自
独
町

ダ
メ
ア
の
庁
象
気
、
ず
ら
お
て
し
置

情
が
発
開
。
す
ま
い
て
し
断
判
で
ス

に
中
の
報
情
路
道
る
い
て
し
供
提
報

て
れ
さ
載
掲
が
報
情
の
区
地
里
子
母

累
と
量
雨
、
間
時
で
ら
ち
そ
、
り
お

水
、
は
て
い
つ
に
川
河
。
す
ま
い
て

視
目
、
で
の
い
な
が
の
も
る
解
が
位

の
い
な
か
し
る
す
難
避
、
し
認
確
で

。
す
で
状
現
がＱ　

、
年
昨

コ
に
時
電
停

行
に
ン
セ
ミ

、
が
た
し
ま
き

あ
が
油
灯
も

ス
の
油
灯
、
で
の
た
し
で
ん
せ
ま
り

長
町
副

　
。
す
ま
し
布Ｑ　

期
時
る
す
刈
草
、
め
含
も
道
国

い
は
て
く
な
し
転
運
を
車
で
況
状
る

を
雪
除
の
間
夜
が
道
国
。
ん
せ
ま
け

、
が
す
ま
い
て
し
解
理
は
の
い
な
し

」
か
の
る
れ
走
が
車
急
救
「、
合
場
た

出
は
か
と
す
や
増
し
少
う
も
を
数
回

長
課
設
建

　

例
、
は
て
い
つ
に
刈
草

年
6

ま
い
て
し
い
願
お
に
い
ら
く
月

の
械
機
刈
草
、
は
状
現
し
か
し
。
す

く
遅
、
り
お
て
れ
ら
限
が
数
台
有
保

道
町
、
た
ま
。
す
ま
い
思
く
た
き
だ

い
悪
が
況
状
、
し
を
り
刈
草
回
２
は

。
す
ま
し
応

　

に
夜
、
が
す
で
係
関
の
雪
除
の
冬

害
災
、
く
多
が
線
路
い
な
し
を
雪
除

道
、
ば
れ
あ
が
面
場
な
う
よ
る
な
に

れ
け
な
せ
さ
動
出
て
し
と
者
理
管
路

冬
。
す
ま
り
あ
に
況
状
い
な
ら
な
ば

対
に
う
よ
い
な
で
が
障
支
に
行
通
の

し
を
望
要
う
よ
る
け
だ
た
い
て
し
応

済
望
要
日
５
月
９
（。
す
ま
き
い
て

）
みＱ　

年
今
が
置
配
の
書
司
の
室
書
図

の
そ
、
が
た
し
ま
り
な
く
な
ら
か
度

検
て
い
つ
に
置
配
の
書
司
、
と
由
理

。
す
ま
い
思
く
た
き
だ
た
い
て
し
討

長
町
　

、
で
の
す
で
室
書
図
は
町
本

。
ん
せ
ま
り
あ
は
務
義
置
必
の
書
司

お
ら
も
で
ん
積
を
験
経
で
中
の
事
人

に
意
の
人
本
、
が
た
し
ま
い
思
と
う

。
す
ま
り
あ
で
念
残
に
常
非
は
と
こ
た

Ｑ　

し
営
運
を
ド
ン
タ
ス
で
体
治
自

え
考
る
す
施
実
、
は
で
内
加
幌
、
が

長
町
　

冠
占
、
と
う
言
で
内
管
じ
同

、
は
内
加
幌
。
す
ま
い
て
し
施
実
が
村

で
帯
地
白
空
の
ド
ン
タ
ス
ン
リ
ソ
ガ

い
て
じ
感
と
る
あ
で
題
課
、
で
ろ
こ

あ
も
助
補
も
で
省
業
産
済
経
。
す
ま

容
の
ク
ン
タ
下
地
で
和
緩
制
規
、
り

運
に
際
実
、
も
て
し
置
設
で
町
。
す

、
り
あ
が
題
問
の
等
体
団
る
き
で
営

検
、
け
向
に
置
設
、
ば
え
整
が
制
体

。
す
ま
い
て
え
考
と
い
す
や
し
は
討
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て
い
つ
に
画
計
設
建
設
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●
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月
８

）
水
（日

時
ン
セ
ミ
コ
里
子
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者
加
参

　

名
４

は
に
る
知
を
量
雨
の
里
子
母

て
い
つ
に
油
灯
の
時
害
災

●

区
治
自
内
鞠
朱

月
８

）
木
（日

時
ン
セ
ミ
コ
内
鞠
朱

者
加
参

　

名
て
い
つ
に
理
管
路
道

て
い
つ
に
書
司
書
図

て
い
つ
に
ド
ン
タ
ス
ン
リ
ソ
ガ

て
い
つ
に
成
作
の
簿
名
者
護
援
要



第27回生涯学習フェスティバル
　

月

ら
か
）
金
（
日

第
「
る
す
表
発
を
果
成
の
動
活
化
文
の
間
年
１、
で
ま
）
金
（
日
３
月

　

郷
、
は
で
会
表
発
能
芸
般
一
の
日
終
最
、
れ
さ
示
展
く
多
数
が
品
作
た
れ
ら
作
で
ス
ラ
グ
ド
ン
テ
ス
、
花
け
活
や
道
書
、
は
中
間
期

ふ
た
ま
。
た
し
ま
い
て
じ
感
を
心
の
し
な
て
も
お
の
道
茶
は
者
場
来
、
れ
ら
け
設
が
席
茶
お
る
よ
に
中
社
井
椋
、
て
い
お
に
館
料
資
土

各種作品展示

一般芸能
発 表 会
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10月14日（土）、幌加内・朱鞠内小学校の各校で学芸会が行われました。
児童たちは、歌や楽器、劇など、練習から一つ一つ真剣に取り組み
みんなで力を合わせた発表に、保護者などから温かい拍手が贈られました。

朱鞠内小学校

幌加内小学校
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　10月24日（火）、交通安全町民集会及び交通安全
啓発パレード並びに秋の防火パレードが実施されま
した。本町でも、平成27年5月7日に町民の尊い命
が失われる交通死亡事故が発生しましたが、その後
死亡事故は発生しておらず、24日現在で「交通死
亡事故ゼロの日」が901日を越えました。
　集会では、役場総務課の丹波洋さんによる交通安
全宣言が行われました。

　10月28日（土）、中央改善センター前で第41回
産業祭が開催されました。今年も天候に恵まれ、会
場には町内外から大勢の家族連れでにぎわいました。
朝10時の開始前から、野菜売り場に長蛇の列を作
り、玉ねぎや白菜などが安く販売されていました。
　また幌高コーナーでは、トマトジュースやパウン
ドケーキ、商工会によるかっぱ市も盛況を博し、特
産品を買い求める人で賑わいました。

収穫の秋交通安全を誓う

講　演
　「糖尿病とその合併症について
　　　　　－何に気を付ければ良いでしょう－」
　　講師：旭川赤十字病院副院長　　　　　　　森川　秋月　氏

　「あなたの腎臓は大丈夫？　
　　　　～慢性腎臓病（CKD）の予防と治療～」
　　講師：医療法人仁友会　北彩都病院副院長　和田　篤志　氏
　
個別相談会
　※医療相談対応…糖尿病の専門医、腎臓病の専門医
　※栄養相談…糖尿病療養指導士
　
申し込み先・お問合せ
　上川保健所企画総務課
　〒079-8610　旭川市永山6条19丁目1番1号　TEL：0166-46-5988　FAX：0166-46-5262

「知ろう！学ぼう！糖尿病と慢性腎臓病」
～糖尿病と慢性腎臓病との関係を理解し悪化を防ぐために～

主催：慢性腎臓病対策連絡会議、日本慢性腎臓病対策協議会北海道支部、北海道上川保健所、北海道腎臓病患者連絡協
議会、北海道糖尿病協会、全国健康保険協会北海道支部

協賛：協賛：株式会社クリニコ、協和発酵キリン株式会社、大日本住友製薬株式会社、中外製薬株式会社
後援：北海道医師会、旭川市医師会、上川郡中央医師会、北海道歯科医師会、旭川歯科医師会、北海道糖尿病対策推進

会議、日本糖尿病学会北海道支部、北海道透析療法学会

日時：平成29年12月13日（水）14：00～16：30　
　　　※受付は13：15からとなります。
場所：旭川市大雪クリスタルホール〔国際会議場〕
　　　（旭川市神楽３条７丁目）

入場
無料
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参加申込期限
　　12月5日（火）
参加申込方法
　ハガキまたはＦＡＸにて、氏名、年
齢、電話番号、講演に関する質問、個
別相談会の希望の有無（相談希望内容）
を明記の上、お申し込みください。な
お、応募多数の場合は、抽選とさせて
いただきます。
※参加者の個人情報は本事業の目的以
外には使用したしません。



第48回衆議院議員総選挙
幌加内町開票結果【平成29年10月22日執行】
　第48回衆議院議員総選挙が10月22日に行われ、午後８時から町民研修センター大講堂
で開票が行われました。開票結果につきましては以下の通りです。

比例代表選出議員選挙結果（届出順）
政党等の名称 得票数

公明党 122 
新党大地 79 
日本共産党 65 
自由民主党 338 
希望の党 67 
日本維新の会 12 
立憲民主党 247 
幸福実現党 4 
社会民主党 16 

合　　　　計 950 

小選挙区選出議員選挙結果（届出順）
候 補 者 名 得票数
今　津　ひろし 554
ささき　隆　博 421
合　　　　計 975

有効投票数  975票　無効投票数  22票
投票総数  　997票
　選挙当日の有権者数【在外含む】
男  648人　女  678人　合計  1,326人
　【投票率】
男  75.31％　女  75.07％　合計  75.19％
　
※有権者数及び投票率は小選挙区・比例代表
ともに同じです。

有効投票数  950票　無効投票数  47票
投票総数　  997票

ヘルプマークを知ってますか？

　幌加内町では、12月１日からヘルプマーク及びヘルプカードの配付を開始します。
　（1）ヘルプマーク・ヘルプカードについて
　ヘルプマークとは、援助や配慮を必要としていることが外見からは分からない方が身につけること
で、周囲の方に配慮を必要としていることを知らせる、援助が得やすくするものです。
　ヘルプカードとは、障がいのある方などが持ち歩き、災害時や緊急時など、周囲の方に手助けを求
めたい時などに提示することで、手助けを求めるものです。

（2）配付対象者
　ア　ヘルプマーク
　　　外見からは配慮や援助が必要と分かりにくい方

＊ヘルプマークの配付に当たっては、手帳などの提示は不要ですが、氏名や必要な理由（障
がいの有無など）について、受付時に記載していただく必要があります。

　イ　ヘルプカード
　　　障がいなどがあり、周囲から手助けが必要な方
　

（3）ヘルプマーク及びヘルプカード配付場所
　幌加内町保健福祉総合センター　アルク
　保健福祉課　しあわせ福祉係
※なお、ヘルプマークを希望する方につきましては、「ヘルプマーク配付申込書」を記入していた
だき配付となります。

ヘルプマークを知ってますか？
援助や配慮が必要な方のためのマークです。
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〈ヘルプマーク〉 〈ヘルプカード〉



※クーポンは切り取り、ご提示願います。

　日頃より、道の駅「森と湖の里ほ
ろかない」をご利用いただきありが
とうございます。道の駅では、町民
の皆様に対して毎月クーポンを発行
することといたしましたので、ご利用
いただきますようお願いいたします。

道の駅クーポン平成29年度自衛官等募集案内平成29年度自衛官等募集案内平成29年度自衛官等募集案内
●自衛官候補生（男女）
応募資格：日本国籍を有し採用予定月１日現在18歳以上27

歳未満の男女
受付期間：年間を通じて行っております。
　　　　　※採用予定数に達した場合は実施しません。
試験期日：12月15日（金）、16日（土）
試験会場：自衛隊旭川地方協力本部（旭川市春光町）

●高等工科学校生徒（一般）
応募資格：日本国籍を有し、平成30年４月１日現在、中卒

（見込み含）17歳未満の男子
受付期間：平成29年11月１日（水）～
 平成30年１月９日（火）
　試験期日：第１次試験／平成30年１月20日（土）
　試験会場：陸上自衛隊旭川駐屯地（旭川市春光町）

●お問い合わせ先
　自衛隊旭川地方協力本部南地区隊又は役場窓口まで

　北海道男女平等参画推進条例第19条に基づき設置された苦情処理委員が、道民の皆さんからの男
女平等参画に関する苦情等の申出を、公平・中立な立場に立って、適切・迅速に処理します。
●苦情処理委員の処理とは？
・申出をされた方に、助言をします。
・道の施策についての苦情のときは、調査の上、
関係する道の機関に対し意見を述べます。

●苦情処理委員に申し出ることができる苦情等と
は？

１　男女平等参画に関する道の施策についての苦
情

２　男女平等参画を阻害すると認められるもの
（セクシュアル・ハラスメント、女性への暴力、
その他性別を理由とするあらゆる差別的な取
扱いなど、性別による権利の侵害が該当しま
す。）

●申出の方法は？
１　郵送又はファクシミリによる方法
　書面に、次の事項を記載して、下記の送付先
に郵送又はファクシミリで送付してください。
⑴住所、氏名、電話番号
⑵申出の内容及びその理由

⑶その他参考事項（他の制度への手続の有無（申
出事項について行政不服審査、訴訟などを行
っているか）など）

２　持参による方法
　記載した書面を下記の「申出窓口」に持参し
ていただくこともできます。
３　インターネットによる方法
　　「男女平等参画苦情処理制度」と検索！
※なお、匿名の相談や電話など（書面によらな
い）の申出は、受け付けていません。また、
申出書様式は、下記の「申出窓口」にも備え
付けていますが、申出に必要な事項が記載さ
れていれば、申出書様式と異なる様式でも受
け付けています。

●申出窓口は？
・北海道環境生活部くらし安全局道民生活課男女
平等参画グループ　電話011-204-5217
※または、最寄りの総合振興局・振興局の保健環
境部環境生活課

男女平等参画苦情処理委員制度

〒060-8588　札幌市中央区北３条西６丁目
北海道環境生活部くらし安全局道民生活課
　（男女平等参画グループ）内　男女平等参画苦情処理委員あて
ＦＡＸ　011-232-4820先

付
送
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せいわ温泉ルオント
入浴料

大人500円→400円
子供250円→200円

　
平成29年12月31日まで有効
※有効期限内、何度でも利用可。
他サービス券等の併用不可
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※ 士別警察署かわら版

飲酒運転の根絶
～気のゆるみ　一杯だけが　命とり～

　12月は、忘年会など飲酒の機会が増え
ます。飲酒運転は運転者だけでなく、周
りの人も処罰される事があります。みな
さんの力で、飲酒運転を絶対にさせない、
安全で安心な地域をつくりましょう。

■降雪期の事故防止■
～雪下ろし　外出前に　安全確認～

　例年、道内では雪下ろしの際の転落や、屋根からの落
氷雪による下敷きとなる事故が発生しています。雪下ろ
し作業は複数人で行うなど転落防止と安全確認をお願い
します。

士別警察署　㈹23－0110

国民健康保険税第3期納期限は
 11月30日（木）です。
　「納税通知書」がお手元にある方で、口
座振替をご利用でない方は、納税通知書を
お持ちの上、納期限までに納付をお願いし
ます。
　また、口座振替をご利用の方は、口座残
高の確認をお願いいたします。
－ － － － － － 納付場所 － － － － － － 

北空知信用金庫本支店、
きたそらち農業協同組合幌加内支所、
役場出納窓口、役場朱鞠内支所

－ － － － － お問い合わせ － － － － － 
　役場総務課税務係
　　　　　ＴＥＬ 35－2121（内115）

　以前、林業の仕事に従事されたことがあり、その当時、
林退共制度に加入していた、もしくは加入していたかもし
れない方で、退職金請求手続きをしたお心当たりのない方
は、退職金をまだ受け取っていない可能性があります。林
業の仕事をしていた当時の加入の有無についても当方で確
認を行いますので、お気軽に最寄の支部又は本部へお問い
合わせ下さいますようお願いいたします。
お問い合わせ先  
独立行政法人勤労者退職金共済機構
林業退職金共済事業本部

　・詳しくはホームページでもご案内しております。

　11月は児童虐待防止推進月間です。児童虐待を受けたと思われる児
童を発見した者は、市町村や児童相談所などの関係機関に通告するこ
とが義務付けられています。次のようなことに気が付いたら虐待行為
の疑いがありますので、通告することが必要になります。

・いつも子どもの泣き叫ぶ声や保護者の怒鳴り声がする
・不自然な傷や打撲のあとがある
・衣服や体がいつも汚れている
・小さな子どもを家においたまま外出している
・子どもの養育に関して拒否的、無関心である　など。
　通告者のプライバシーは法律で保護されていますので、見つけたと
きは児童相談所などに早めに連絡するようにしてください。

［問い合わせ先］

もしくは、児童相談所全国共通３桁ダイヤル　TEL　189（いちはやく）

無期転換ルールとは
　平成25年４月１日以降に開
始した有期労働契約が反復更
新されて通算５年を超えたと
き（平成30年４月以降）は、
労働者の申込みにより、期間
の定めのない労働契約（無期
労働契約）に転換できるルー
ルです。
　制度の詳細は北海道労働局
雇用環境・均等部指導課（代
表011-709-2715）までお問
合せください。

ご存知ですか？
「無期転換ルール」

林業退職金共済制度（林退共）の
退職金請求について
林業退職金共済制度（林退共）の
退職金請求について

児童虐待は社会全体で解決すべき問題です

9 2017.11

平成29年４月～９月までの寄付
申し込み件数は《588件》です。
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国民年金のしくみ

　国民年金制度では、すべての人が共通の基礎年金を受けます。厚生年
金に加入した人は、基礎年金を国民年金から、給料に比例した上乗せの
年金をそれぞれの年金制度から受けられるようになっています。いわゆ
る二階建ての年金制度です。

◎国民年金制度とは

国民年金の３つの柱
①　年をとったら（65歳）・・・・・・・・・・・・・・・・・老齢基礎年金
②　病気や事故などで障害になったら・・・・・・・・・・・・障害基礎年金
③　夫が亡くなったとき子のいる妻、または子に・・・・・・・遺 族 年 金

　国民年金に加入しなければならない人は、日本国内に住所のある20歳以上60歳未満の人
です。職業や収入を問わず加入します。
　加入者は３つのグループに分かれます。

◎国民年金には日本国内に住むすべての方が加入します

第１号被保険者
農林漁業者、自営業者、無職、自由業者、学生等（20歳以上60歳未満）
・加入の手続き　お住まいの市区町村に届け出ます。
・保　 険　 料　国（社会保険庁）から送付される納付書により保険料を納めます。

第２号被保険者
厚生年金の加入者（65歳未満）
※厚生年金の被保険者期間は70歳未満ですが、老齢厚生年金などの受給権を
持っている65歳以上の人は国民年金２号被保険者とはなりません。その人は
扶養されている配偶者も第３号ではなく、第１号被保険者となります。

・加入の手続き　勤務先が社会保険事務所に届け出ます。
・保　 険　 料　厚生年金などの保険料を納めるので、それとは別に国民年金を納

める必要はありません。（厚生年金に加入すると、自動的に国民
年金にも加入したことになります。）

第３号被保険者
厚生年金の加入者に扶養されている配偶者
・加入の手続き　配偶者の勤務先が社会保険事務所に届け出ます。
・保　 険　 料　納める必要はありませんが、配偶者の勤務先へ第３号被保険者で

あることを申し出る必要があります。
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　高齢者の事故が大半を占めます。高齢になると、血圧の老化で血
圧変動が起こりやすく、温度差への適応力も低下します。また、血
圧、血糖値、コレステロール値が高い方も注意が必要です。
　これから寒くなりますが、事故のないように気をつけて過ごしま
しょう。

健　康
コラム
2017 冬場の入浴要注意
　急激な温度差によって起こる体調のトラブルを「ヒートショック」
といいます。特に冬場の時期に急増します。寒い脱衣所・浴室から熱
い浴槽に入ると、温度差で血圧が急上昇・急降下し、脳や心臓に大き
なダメージを与え、命の危険が及ぶことがあります。今月の広報では、
「ヒートショック」についてお伝えします。

「あつかったり、つめたかったり」

○母子健康手帳および妊婦一般健康診査受診票の交付は、アルクで行って
おります。妊娠がわかりましたら、早めに交付を受けてください。また、
来所の前にアルクへご連絡いただけると交付がスムーズです。
○肝炎ウイルス検診を実施しています。対象者は、40歳以上の方で過去
に検診を受けられたことのない方です。検査を希望される方は、事前に
アルク保健師までご連絡ください。

第215回

急激に冷えると血管が縮んで急上昇
・心臓病や脳卒中が起こる
・心臓発作や脳卒中発作のためにバランスを崩し
て、床などで頭を強打して転倒

急に熱い湯に入ると、血管が広がり血圧が急降下
・心臓発作や脳卒中発作で気を失い浴槽内で溺死
・高温浴、長湯で脱水症が起こり、めまい、立ちく
らみによる事故

入浴中の身体の不調
　血圧の急激な変化が影響をもたらします。脱
衣所は、暖房器具を使用し暖かくする、浴室
は、シャワーや浴槽のふたをあけ
湯気で暖めるなどが効果的です。
　また、気温の冷え込んでいない
日没前に入浴する、長く湯船につ
かることを控える等も事故予防に
つながります。

温度差をなくす環境を

・体調が悪い　・飲酒後　・食後すぐ（30分～1時間以内）
・睡眠薬、精神安定剤などの服用後
・気温が低い早朝・深夜

こんなときは入浴を控えます

122017.11

●乳幼児・児童に関する行事
子育て教室 農業活性化センター

乳幼児予防接種

５日（火）

町立幌加内診療所

●成人・老人に関する行事

老人健康相談

６日（水） 母子里老人クラブ
日（月） 幌加内老人クラブ
水） 政和内老人クラブ

添牛老人クラブ
水） 朱鞠内老人クラブ



◆　◆　◆　◆　◆　生涯学習カレンダー　◆　◆　◆　◆　◆
25日㊏

おはなしにこにこ 図書室 11:00～
わくわく体験教室「しめ縄づくり」 アトリエ 9:00～

４日㊊ 生涯学習講座「そば菓子作り教室」 クッキングルーム 18:30～
12日㊋ 生涯学習講座「陶芸教室」初級コース３回目 陶芸室 18:00～19:30

14日㊍ チビッ子英語クラブ アトリエ
１年生　15:15～
２、３年生　16:00～

15日㊎ チビッ子英語クラブ アトリエ ４～６年生　15:40～

16日㊏
おはなしにこにこ 図書室 11:00～
年末特別貸し出し（～ 12/29まで）

30日㊏ 生涯学習センター年末年始休館（～ 1/8まで）

【日　時】平成30年1月7日（日）
・受　付　～10:00　・式　典　 11:00～
・アトラクション、記念撮影　11:50～
・祝賀会　12:20 ～ 13:50

【場　所】生涯学習センター「ふれあいホール」
【対　象】平成9年4月2日～平成10年4月1日までに生まれた方
【町外対象者の出席受付】
　新成人で親が本町に在住している方は、住民登録をされ
ていなくても、幌加内町での成人式に出席できます。希望
される方は、12月18日（月）までに社会教育係（電話35
－2177）へお申し込みください。
＊既に住民登録をされている新成人の方につきましては、
後日詳しいご案内をさせて頂きます。

■平成30年成人式

【日　　時】平成29年12月4日（月）18:30～
【場　　所】生涯学習センター「クッキングルーム」
【対　　象】町民（20名）
【メニュー】そば粉を使ったお菓子、料理
【講　　師】幌加内高等学校　総合実習　そば班
　　　　　 指導教諭　田中 彩佳 先生　ほか生徒
【参 加 費】１人 500円程度（材料費として）
【持 ち 物】エプロン、三角巾
【申 込 み】11月27日（月）までに教育委員会社会教育係

へお申し込みください。

　真冬の森の中で楽しく遊びなが
ら、森の仕組みや生き物たちの営
み、人と森との関わりなどを学ぶ
宿泊体験型の野外教室を開催しま
す。元気いっぱいの子供たちを募
集しています。
【日　時】平成30年1月11日(木)～12日(金) 1泊2日
【場　所】北海道大学北方生物圏フィールド科学センター

雨龍研究林（字母子里TEL：38-2125）
【内　容】冬の森たんけん、森の宝さがし、イグルー作り、

アイスクリーム作り、雪原パーティー
【対　象】小学校４年生～６年生
【定　員】20名程度

（応募者多数の場合は、抽選となります。）
【参加費】4,000円

（宿泊費、食費、プログラム費、傷害保険料等）
【申込み】 12月19日（火）までに、電話、ハガキ、FAX等で

氏名（ふりがな）、性別、学校名、学年、住所、
電話番号、保護者氏名を下記宛て、又は教育
委員会へお知らせください。
・北海道大学北方生物圏フィールド
 科学センター北管理部
　〒096-0071　名寄市徳田250
　TEL：01654-2-4264
　FAX：01654-3-7522
　Eメール：moritan@fsc.hokudai.ac.jp
・教育委員会
　〒074-0412　
　幌加内町字親和　生涯学習センター内
 教育委員会社会教育係
　TEL：35-2177　FAX：36-2100
＊生涯学習センター前から現地まで無料送迎
車を運行します。持ち物や集合場所などは、
応募締切り後にお知らせします。

◇今月の新しい本
・よくわかるストールの巻き方使い方
 　石田純子／監修（主婦の友社）
・絵で見てわかる定番おかずをおいしく減塩
　 計量スプーンでできる味つけのコツ
 松田康子／著（女子栄養大学出版部）

■生涯学習講座
　　「そば菓子作り教室」

■森のたんけん隊2018冬

・西郷の首
 伊東潤／著（KADOKAWA）
・蘇る鬼平犯科帳
　 池波正太郎と七人の作家
 池波正太郎　逢坂剛／著
 （文藝春秋）
・X-01　2
 あさのあつこ／著（講談社）
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会
例
定
回
３
第

　
　
　

Ｈ
（

29

月
９
年

14

）
日

命
任
の
員
委
会
員
委
育
教
○

す
命
任
て
し
と
員
委
を
氏
誠
原
川
・

。
た
し
意
同
に
案
る

　

成
平
↓
期
任

年

成

月
９
年

で
ま
日

成
平
○

計
会
般
一
町
内
加
幌
度
年

算
予
正
補

(

号
３
第

)

介
（
金
出
繰
計
会
別
特
険
保
護
介
・

託
委
務
業
良
改
ム
テ
ス
シ
険
保
護

増
の
事
工
築
建
宅
住
師
医
び
及
）
料

。
正
補
る
よ
に
額

成
平
○

険
保
護
介
町
内
加
幌
度
年

算
予
正
補
計
会
別
特

(

号
２
第

)

委
務
業
良
改
ム
テ
ス
シ
険
保
護
介
・

。
正
補
る
よ
に
額
増
の
料
託

成
平
○

康
健
民
国
町
内
加
幌
度
年

つ
に
定
認
算
決
計
会
業
事
院
病
険
保

て
い

成
平
○

歳
計
会
各
町
内
加
幌
度
年

て
い
つ
に
定
認
算
決
出
歳
入

し
置
設
を
会
員
委
別
特
査
審
算
決
・

。
た
し
と
査
審
続
継
の
中
会
閉
て

の
例
条
置
設
宅
住
貸
賃
町
内
加
幌
○

正
改
を
部
一

平
（
宅
住
員
教
る
あ
に
区
地
和
政
・

、
き
つ
に
戸
２
棟
１
）
設
建
年
３
成

見
の
用
使
て
し
と
宅
住
員
教
、
後
今

が
民
住
般
一
、
ら
か
と
こ
い
な
が
込

途
用
て
し
と
宅
住
貸
賃
る
き
で
居
入

改
を
部
一
の
例
条
め
た
る
す
更
変

貸
賃
る
あ
に
区
地
和
政
、
た
ま
。
正

改
例
条
て
せ
わ
あ
、
を
地
在
所
宅
住

。
の
も
る
す
正

害
災
務
公
員
議
会
議
村
町
道
海
北
○

更
変
の
約
規
合
組
等
償
補

規
合
組
務
事
合
総
村
町
市
道
海
北
○

更
変
の
約

組
当
手
職
退
員
職
村
町
市
道
海
北
○

更
変
の
約
規
合

３
る
い
て
れ
さ
織
組
で
模
規
道
全
・

構
、
て
い
お
に
合
組
務
事
部
一
の
つ

と
こ
る
す
更
変
が
称
名
体
団
る
す
成

。
正
改
い
伴
に

め
求
を
化
強
・
実
充
の
政
財
方
地
○

願
請
の
択
採
書
見
意
る

を
定
策
の
画
計
政
財
方
地
な
正
適
○

願
請
の
択
採
書
見
意
る
め
求

託
付
へ
会
員
委
任
常
生
厚
務
総
※

。
た
れ
さ
択
採
果
結
の
議
協
、
し

措
例
特
除
免
税
課
の
税
取
引
油
軽
○

に
択
採
書
見
意
る
め
求
を
続
継
の
置

情
陳
る
す
関

求
を
正
是
働
労
間
時
長
の
員
職
教
○

情
陳
る
す
関
に
択
採
書
見
意
る
め

関
に
育
教
校
高
な
た
新
「
委
教
道
○

全
し
直
見
に
的
本
抜
を
」
針
指
る
す

保
を
び
学
な
か
た
ゆ
に
も
ど
子
の
て

書
見
意
る
め
求
を
育
教
校
高
る
す
障

情
陳
る
す
関
に
択
採

堅
度
制
担
負
庫
国
費
育
教
務
義
○

教
、
元
復
の
へ
２
／
１
率
担
負
・
持

「
と
消
解
勤
超
の
員
職

学
下
以
人

」
困
貧
の
も
ど
子
「
、
現
実
の
」
級

と
充
拡
・
保
確
算
予
育
教
ど
な
消
解

に
択
採
書
見
意
た
け
向
に
障
保
学
就

情
陳
る
す
関

託
付
へ
会
員
委
任
常
教
文
建
産
※

。
た
れ
さ
択
採
果
結
の
議
協
、
し

成
平
○

計
会
般
一
町
内
加
幌
度
年

）
号
４
第
（
算
予
正
補

業
別
個
、
金
基
備
整
等
設
施
共
公
・

び
及
料
託
委
務
業
良
改
ム
テ
ス
シ
務

り
よ
に
加
増
の
等
費
入
購
械
機
雪
除

　

月
９

14

２
願
請
、
件
８
案
議
、
件
３
告
報
、
件
１
意
同
、
問
質
般
一
が
名
２
、
れ
さ
催
開
に
日

決
り
通
の
案
原
、
出
提
が
件
１
議
発
、
件
６
書
見
意
、
件
１
案
議
動
、
件
２
認
承
、
件
４
情
陳
、
件

。
た
し
定

成
平

29
年
　

月
９
（会
例
定
回
３
第

）
日

編集：議会広報特別委員会
No.191

が
と
こ
な
ん
こ

　

た
し
ま
り
ま
決

意

同

分

処

決

専

算

予

正

補

正

改

例

条

定

認

算

決

願

請

情

陳
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Ａ

Ｑ

万
２
８
３
２
億
９

7

加
追
を
円
千

額
総
、
し

万
４
５
３
９
億

4

円
千

。
た
し
と

疑
質

　
　
　
　
　
　
　
　

員
議
川
中

い
つ
に
係
関
の
号
ん
み
ろ
ほ

、
て

路
式
正
ら
か
日
２
月

用
使
号
ん
み
ろ
ほ
、
は
で
入
収
。
た料

万
6

。
る
い
て
し
上
計
で
円
千

　

行
運
験
試
て
い
つ
に
方
仕
の
用
利

説
の
と
い
な
は
更
変
ど
ん
と
ほ
と
時

内
く
し
詳
し
少
う
も
、
が
る
あ
で
明

。
い
た
い
願
を
告
報
容

長
室
興
振
域
地

な
く
な
が
録
登
前
事
ら
か
月

料
ら
か
と
こ
る
な
に
行
運
格
本
、
り

に
議
会
通
交
共
公
。
る
す
生
発
が
金

決
と
円
０
０
０
１
、
道
片
、
て
い
お

従
は
て
い
つ
に
他
の
そ
。
た
れ
さ
定

今
。
る
あ
で
じ
同
と
法
方
用
利
の
来

度
年
来
、
後
行
運
、
は
て
い
つ
に
後

て
え
応
に
望
要
く
べ
る
な
、
け
向
に

。
い
た
き
い
て
し
応
対
う
よ
る
け
い

疑
質

　
　
　
　
　
　
　
　

員
議
川
中

費
経
算
予
間
年
の
算
予
初
当

両
車
や
料
託
委
行
運
、
は
で

い
て
し
上
計
ど
な
費
料
燃
、
料
上
借

と
成
助
額
半
約
の
用
費
ら
れ
そ
。
た

い
な
が
正
補
の
係
関
出
支
道
る
す

。
か
の
る
な
と
理
処
な
様
の
ど
、
が

長
町
副

、
は
て
し
関
に
行
運
施
実

に
」
金
付
交
り
く
づ
域
地
「

付
交
、
で
の
た
し
過
経
年
３
て
し
対

。
い
な
が
金

格
本
、
分
の
ら
か
月

行
を
請
申
て
め
改
は
て
い
つ
に
用
運

金
付
交
、
は
て
し
関
に
れ
こ
、
が
う

確
、
で
の
い
な
い
て
れ
さ
が
定
確
の

。
る
す
告
報
ら
た
し
定

成
平
○

康
健
民
国
町
内
加
幌
度
年

算
予
正
補
計
会
別
特
険
保

(

号
２
第

)良
改
ム
テ
ス
シ
険
保
康
健
民
国
・

金
付
還
税
険
保
び
及
料
託
委
務
業

り
よ
に

額
総
、
し
加
追
を
円
万

。
た
し
と
円
万
３
３
０
１
億
３

措
例
特
除
免
税
課
の
税
取
引
由
軽
○

案
書
見
意
る
め
求
を
続
継
の
置

め
求
を
化
強
・
実
充
の
政
財
方
地
○

案
書
見
意
る

を
定
策
の
画
計
政
財
方
地
な
正
適
○

案
書
見
意
る
め
求

を
正
是
税
働
労
間
時
長
の
員
職
教
○

案
書
見
意
る
め
求

関
に
育
教
校
高
な
た
新
「
委
教
道
○

全
し
直
見
に
的
本
抜
を
」
針
指
る
す

保
を
び
学
な
か
た
ゆ
に
も
ど
子
の
て

書
見
意
る
め
求
を
育
教
校
高
る
す
障案

堅
度
制
担
負
庫
国
費
育
教
務
義
○

職
教
、
元
復
の
へ
２
／
１
担
負
・
持

「
と
消
解
勤
超
の
員

学
下
以
人

」
困
貧
の
も
ど
子
「
、
現
実
の
」
級

と
充
拡
・
保
確
算
予
育
教
ど
な
消
解

案
書
見
意
た
け
向
に
障
保
学
就

。
た
し
認
承
、
果
結
の
議
協
・

し
申
の
査
調
務
事
管
所
の
中
会
閉
○出

生
厚
務
総
び
及
会
員
委
営
運
会
議
・

員
委
任
常
教
文
健
産
、
会
員
委
任
常

、
果
結
の
議
協
を
出
し
申
の
ら
か
会

。
た
し
可
許

ＱＡ

発

　
　

議

●議会事務局からのお願い●
　議長宛の文書や案内状は、議長公務の日程を調整する必要
がありますので、直接議会事務局へ送付願います。

（送付先）
〒 074-0492
北海道雨竜郡幌加内町字幌加内 4699 番地
幌加内町議会事務局宛

書

見

意
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横
員
職
の
社
公
興
振
内
加
幌

告
事
刑
、
て
い
つ
に
件
事
領

務
業
、
任
責
員
役
、
訟
訴
事
民
、
訴

け
受
を
告
報
の
等
過
経
や
画
計
善
改

。
か
の
る
い
て

弁
答

 

長
町

告
事
刑
ず
せ
給
支
は
金
職
退

判
て
見
を
況
状
の
済
弁
し
訴

者
理
管
職
役
に
的
期
定
。
い
た
し
断

当
担
務
業
各
、
い
行
を
査
実
る
よ
に

を
告
報
て
い
つ
に
策
善
改
の
ど
な
う

。
る
い
て
け
受

る
す
要
を
間
期
当
相
で
ま
決
解
面
全

報
の
ら
か
社
公
、
が
る
れ
わ
思
と

場
た
し
生
発
が
展
進
は
い
る
あ
、
告

。
い
た
し
告
報
、
度
都
の
そ
、
合

　

問
質
再

は
任
責
の
そ
て
い
つ
に
社
公

の
る
な
に
う
よ
う
負
が
誰

施
実
も
査
監
は
で
間
度
年
た
ま
。
か

に
も
と
と
過
経
ぜ
な
、
が
る
い
て
し

。
か

弁
答

 

長
町

債
は
て
い
つ
に
容
内
の
回
今

額
高
り
な
か
が
金
掛
売
、
務

席
出
に
会
総
主
株
、
り
お
て
し
達
に

ほ
て
し
に
か
ら
明
を
容
内
、
時
た
し

い
て
し
に
社
会
を
れ
入
申
の
と
い
し

内
細
明
に
た
新
、
で
階
段
の
そ
。
る

結
、
が
だ
ろ
こ
と
た
れ
さ
出
提
が
容

派
を
員
役
な
的
職
宛
。
る
い
て
い
聞

で
中
の
員
職
役
、
が
る
い
て
し
遣

破
見
を
告
報
の
偽
虚
か
な
か
な
、
は

い
つ
に
員
委
査
監
、
た
ま
。
い
な
れ

な
は
で
員
委
査
監
の
勤
常
、
も
て

ら
明
が
件
事
な
様
の
こ
、
果
結
。
い

に
様
皆
の
会
議
は
ず
ま
、
め
止
け
受

様
皆
の
民
町
が
と
こ
の
そ
、
し
告
報

で
形
の
と
る
が
な
つ
も
に
明
説
の
へ

。
い
な
ら
な
ば
れ
け
な
か
い
て

と
物
産
特
も
で
町
本
、
年
近

う
か
向
に
化
業
産
次
６
か
の
な
次
２

え
見
に
分
十
が
性
向
方
の
そ
、
か
の

販
、
発
開
の
社
公
興
振
。
い
な
こ
て

更
の
業
産
化
次
６
は
化
強
能
機
の
売

い
識
認
て
し
と
業
企
進
推
導
先
る
な

開
品
商
、
題
問
の
設
施
。
る
い
て

手
な
々
様
と
る
え
考
を
等
売
販
、
発

行
り
あ
も
道
報
聞
新
の
ど
な
る
す
売

た
け
向
に
化
業
産
次
６
の
後
今
、
が

し
に
心
中
社
公
を
制
体
の
み
組
取

。
か
の
る
あ
は
ろ
こ
と
る
め
進
、
て

が
性
向
方
た
め
含
に
ら
れ
そ
、
た
ま

。
か
の
る
あ

弁
答

 
 

 
　

長
町

つ
に
主
株
頭
筆
の
社
公
興
振

い
つ
に
針
方
営
運
、
は
て
い

。
る
あ
で
ス
ン
タ
ス
の
様
同
回
前
て

成
平
、
社
公
興
振

状
営
運
の
度
年

増
名
１
比
年
前
め
含
も

業
従
の
名

そ
生
半
、
麺
乾
は
数
品
商
扱
取
、
員

品
製
麺
等
ば
そ
生
、
ば

、
品
商

そ
、
品
商
４
１
１
品
製
の
て
し
と
粉

ば
そ
、
粉
麦
小
、
ゆ
つ
、
紙
笹
他
の

ど
な
う
と
ん
り
か

合
り
な
と
品
製

万
０
０
２
６
億
２
げ
上
り
売
総
、
り

稼
在
現
、
題
問
の
ど
な
化
隘
狭
、
化

ぼ
ほ
、
が
力
能
粉
製
の
場
工
の
中
働

こ
る
あ
で
況
状
な
難
困
も
設
増
ン
イ

。
る
あ
で
り
通
た
し
弁
答
回
前
も
と

る
あ
は
で
と
こ
い
し
難
も
発
開
品
商

あ
で
し
出
り
滑
な
調
順
ら
か
と
こ

本
く
な
は
で
け
だ
ば
そ
、
た
ま
。
る

か
と
こ
る
あ
で
地
産
の
米
ち
も
は
町

議
協
の
と
会
部
者
産
生
の
ち
も
、
ら

等
税
納
と
さ
る
ふ
。
る
い
て
め
進
も

前
け
向
に
化
品
商
ら
が
な
し
用
活
も

い
な
か
ろ
ほ
「、
中
な
う
よ
の
こ
。
る

創
方
地
、
し
信
発
に
心
中
を
」
ば
そ

つ
び
結
に
大
拡
用
雇
、
げ
な
つ
に
生

ら
か
先
引
取
手
大
、
も
に
め
た
る
け

機
る
い
て
い
だ
た
い
を
案
提
な
た
新

と
社
公
も
針
方
営
運
た
し
か
生
を
会

の
設
施
、
ら
が
な
り
図
を
性
合
整
の

た
き
い
て
し
進
推
、
等
強
増
の
フ

。
い

職
社
公
興
振
内
加
幌

に
件
事
事
祥
不
の
員

て
い
つ

し
告
報
、
度
都
の
そ

く
い
て

小関議員

ＱＡＡ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

６
た
し
と
主
を
ば
そ

た
け
向
に
化
業
産
次

て
い
つ
に
み
組
取

次
１
、
化
業
産
次
６

い
つ
に
化
次
２
、
化

確
明
を
担
分
割
役
て

い
た
き
い
て
し
に

ＱＡ
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含
を
法
険
保
護
介
、
で
会
国

し
立
成
が
正
改
の
法
連
関
む

に
岐
多
も
容
内
は
正
改
の
回
今
。
た

た
い
伺
て
い
つ
に
点
２
が
る
た
わ

。
い

　

の
者
」
得
所
み
並
役
現
「、
目
点
１

料
用
利

3

単
収
年
、
て
い
つ
に
化
割

６
４
婦
夫
、
上
以
円
万
５
４
３
で
身

３
を
料
用
利
、
合
場
の
上
以
円
万
３

象
対
、
が
る
い
て
し
と
る
げ
上
引
割

3
割

負
割
３
。
か
の
る
れ
ら
え
耐
に
担
負

定
決
で
律
法
は
回
今
、
て
い
つ
に
担

必
を
正
改
法
は
降
以
れ
そ
、
が
た
し

こ
る
す
大
拡
く
な
限
際
を
象
対
担
負

担
負
割
３
の
回
今
。
だ
題
問
に
常
非

則
原
に
的
来
将
、
は
い
狙
の
元
大
の

め
た
く
い
て
え
替
り
切
に
担
負
割
２

わ
言
も
と
か
い
な
は
で
し
ら
な
地
の

な
と
化
担
負
割
２
則
原
。
る
い
て
れ

げ
上
き
引
る
な
更
の
料
用
利
、
ば
れ

、
け
か
を
車
拍
層
一
に
制
抑
用
利
は

わ
思
と
の
も
る
げ
広
を
盾
矛
の
度
制

に
様
の
ど
、
て
し
と
者
険
保
。
る
れ

。
か
の
る
い
て
え
考

　

防
化
度
重
・
援
支
立
自
「、
目
点
２

問
う
行
を
化
強
能
機
者
険
保
、」
止

止
防
化
度
重
、
援
支
立
自
、
が
だ
題

づ
基
に
数
指
価
評
す
示
が
国
け
向
に

の
そ
、
し
定
設
を
標
目
が
村
町
市
き

行
を
援
支
政
財
て
じ
応
に
」
果
成
「

指
る
す
価
評
が
国
。
る
い
て
し
と
う

に
げ
下
き
引
の
率
定
認
護
介
、
が
る

い
て
れ
さ
介
紹
が
例
る
い
て
し
功
成

人
一
や
率
定
認
護
介
、
ら
か
と
こ
る

評
た
し
案
勘
の
費
付
給
護
介
り
た
当

考
と
だ
実
確
が
と
こ
る
な
と
標
指
価

容
内
の
援
支
政
財
。
る
い
て
れ
ら
え

挙
が
分
配
斜
傾
の
金
付
交
整
調
、
は

か
枠
算
予
の
定
一
。
る
い
て
れ
ら
げ

増
、
は
金
付
交
整
調
る
れ
さ
分
配
ら

削
に
逆
ば
れ
あ
が
者
険
保
る
れ
さ
額

政
。
る
く
て
出
も
者
険
保
る
れ
さ
減

れ
さ
用
採
に
施
実
策
政
る
め
求
の
府

上
実
事
り
よ
援
支
、
ば
れ
あ
で
の
る

必
の
用
費
護
介
、
は
減
増
の
そ
。
か

か
と
こ
る
す
結
直
に
保
確
の
源
財
要

防
化
度
重
援
支
立
自
は
村
町
市
、
ら

の
率
定
認
険
保
護
介
て
し
指
目
を
止

削
の
費
付
給
は
い
る
あ
、
げ
下
き
引

で
の
る
れ
さ
ら
さ
に
険
危
の
争
競
減

し
対
に
策
施
た
し
う
こ
。
か
い
な
は

わ
終
が
期
６
険
保
護
介
、
在
現
、
て

る
い
て
れ
わ
行
が
定
策
の
期
７
、
り

を
応
対
な
様
の
ど
、
が
る
れ
わ
思
と

。
か
の
く
て
し

弁
答

 

長
町

シ
ア
ケ
括
包
域
地
、
目
点
１

介
、
た
ま
、
化
強
の
ム
テ
ス

の
保
確
性
能
可
続
持
の
度
制
険
保
護

役
現
、
り
よ
に
正
改
法
、
ら
か
点
観

用
利
の
方
る
あ
が
得
所
の
み
並
代
世

成
平
、
て
し
と
し
直
見
の
担
負
者

と
割
３
を
合
割
担
負
、
り
よ
月
８
年

、
は
で
国
。
る
れ
わ
行
が
正
改
る
す

９
、
中
人
万
６
９
４
で
体
全
者
用
利

ま
の
担
負
割
１
が
人
万
１
５
４
強
割

約
、
は
人
る
な
に
担
負
割
３
。
ま

る
な
と
増
担
負
、
ち
う
の
そ
。
人
万

約
は
人

と
％
３
約
の
体
全
、
人
万

て
い
お
に
町
本
。
る
い
て
れ
さ
計
推

対
給
支
の
費
付
給
護
介
、
在
現
、
は

し
移
推
で
後
前
名
０
０
１
、
は
者
象

で
正
改
の
回
今
、
内
の
そ
、
り
お
て

単
、
は
方
る
れ
さ
当
該
に
担
負
割
３

情
の
在
現
と
帯
世
２
婦
夫
、
名
１
身

入
期
短
。
る
い
て
え
さ
押
は
で
報

、
が
る
す
生
発
が
加
増
の
担
負
割

０
０
４
，
４
４
ら
か
円
０
０
２
，
７

担
負
の
そ
、
め
含
も
げ
上
き
引
に
円

況
状
る
じ
生
が
響
影
に
活
生
ば
れ
け

。
る
い
て
し
断
判
と
の
も
い
な
は
で

利
額
月
、
は
で
正
改
の
回
今
し
か
し

る
出
て
し
中
集
が
響
影
の
増
担
負
に

、
態
状
の
身
心
。
る
あ
が
摘
指
の
と

よ
に
況
状
の
」
計
家
「、
況
状
の
族
家

た
る
て
立
み
組
を
ン
ラ
プ
ア
ケ
り

が
族
家
は
分
の
そ
、
り
よ
に
と
こ
す

い
て
れ
さ
念
懸
が
れ
恐
う
い
と
う
担

象
対
る
な
と
担
負
割
３
、
た
ま
。
る

な
い
て
れ
さ
記
明
は
で
律
法
、
が
者

以
円
万
０
４
３
で
等
入
収
金
年
、
く

具
。
る
あ
で
け
だ
る
い
て
れ
さ
と
上

こ
る
め
定
で
令
政
、
は
準
基
な
的
体

て
し
視
注
に
向
動
の
後
今
め
含
を
ら

。
く
い

　

防
化
度
重
、
援
支
立
自
、
目
点
２

よ
に
進
推
の
み
組
り
取
た
け
向
に
止

、
て
し
と
化
強
限
権
の
村
町
市
、
り

れ
こ
。
る
れ
さ
入
導
に
た
新
が
）
金

い
お
に
防
予
護
介
や
援
支
立
自
、
は

、
や
村
町
市
る
い
て
げ
上
を
果
成
て

価
評
を
県
府
道
都
る
す
援
支
を
れ
そ

る
す
額
増
を
金
付
交
の
ら
か
国
、
し

的
体
具
。
る
い
て
し
解
理
と
み
組
仕

、
定
設
標
目
、
定
策
画
計
、
で
上
た

額
増
を
金
付
交
て
じ
応
に
況
状
成
達

の
ら
か
国
、
が
だ
と
こ
の
と
る
す

面
方
多
「、
て
い
お
に
中
の
議
会
者
当

可
、
が
る
す
要
は
間
時
に
整
調
の
と

く
遅
。
い
た
し
示
に
期
早
り
限
な
能

れ
そ
、
程
過
成
編
算
予
の
末
年
も
と

に
明
説
の
と
」
い
た
し
示
は
に
で
ま

重
に
業
事
防
予
り
よ
来
従
、
は
て
い

防
化
度
重
、
援
支
立
自
、
き
お
を
点

画
計
期
７
。
る
い
で
ん
組
り
取
に
止

て
え
考
と
い
た
き
い
で
ん
込
り
盛
に

付
給
、
げ
下
き
引
の
率
定
認
。
る
い

の
度
制
も
そ
も
そ
、
は
争
競
減
削
費

と
関
機
係
関
分
十
う
よ
い
な
か
招
を

連
関
険
保
護
介
正
改

に
応
対
と
価
評
の
法

て
い
つ

給
、
げ
下
引
率
定
認

等
争
競
減
削
費
付

機
係
関
う
よ
い
な
か

独
町
、
し
議
協
と
関

え
考
を
等
援
支
の
自

い
た
き
い
て

中川議員

ＱＡ

Ａ

Ｑ
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応
対
に
重
慎
、
ら
が
な
ち
持
を
議
協

。
い
た
き
い
て
し

　

問
質
再

い
つ
に
数
指
価
評
な
的
体
具

の
と
い
な
さ
示
だ
ま
、
は
て

は
で
点
時
月
８
、
月
７
、
が
だ
と
こ

ケ
域
地
や
況
状
み
組
取
の
防
予
護
介

ス
セ
ロ
プ
ど
な
度
頻
催
開
の
議
会
ア

削
の
費
付
給
、
が
る
い
て
出
が
標
指

れ
わ
思
と
る
あ
は
的
目
に
制
抑
、
減

で
額
定
一
が
体
自
金
付
交
整
調
。
る

た
げ
挙
を
績
成
い
良
、
ら
か
事
る
あ

評
、
に
逆
、
り
な
に
額
増
は
ろ
こ
と

事
る
れ
ら
げ
下
は
ろ
こ
と
い
低
が
価

れ
ら
作
て
め
初
回
今
、
体
自
ム
テ
ス

戒
警
分
十
ら
か
と
こ
る
あ
も
と
こ
た

定
認
な
剰
過
、
ば
れ
け
な
か
い
て
し

な
え
言
は
と
い
な
が
げ
下
き
引
の
率

な
は
で
ら
か
だ
事
る
め
定
の
国
。
い

よ
い
な
せ
さ
施
実
全
完
、
で
の
る
あ

要
必
も
力
努
の
て
し
と
者
険
保
な
う

。
か
い
な
は
で

弁
答

 

長
町

財
の
国
、
は
に
景
背
の
度
制

言
も
で
と
縮
圧
る
ゆ
わ
い
政

感
は
の
る
す
れ
隠
え
見
、
か
の
る
え

い
つ
に
業
事
援
支
合
総
。
る
い
て
じ

て
し
ろ
お
を
限
権
に
方
の
方
地
を
分

、
が
い
良
が
え
こ
聞
ば
え
言
と
た
き

る
い
て
き
し
少
が
波
余
の
縮
緊
政
財

、
で
中
の
そ
。
る
い
て
じ
感
と
か
の

は
年
来
。
る
れ
さ
が
正
改
法
の
回
今

時
同
の
針
方
護
介
。
新
更
の
費
療
医

て
立
が
か
ら
ち
ど
、
が
る
あ
が
定
改

に
係
関
の
と
く
引
が
か
ら
ち
ど
、
ば

の
も
ど
私
。
る
れ
わ
思
と
の
も
る
な

で
中
く
い
て
し
を
営
運
険
保
護
介

、
が
る
あ
は
で
中
い
な
少
の
数
、
は

皆
の
民
町
ら
か
点
観
の
と
助
扶
互
相

支
合
総
。
い
た
き
い
て
え
支
で
ん
さ

て
み
を
倒
面
が
町
し
少
、
は
て
い
つ

る
な
に
源
財
な
様
の
ど
、
回
今
。
る

が
な
み
を
容
内
、
が
い
な
ら
か
わ
か

き
い
て
え
考
を
等
援
支
の
自
独
町
ら

。
い
た

　

成
平

の
町
内
加
幌
度
年

業
事
院
病
険
保
康
健
民
国
「

及
」
計
会
般
一
「
と
」
計
会

審
算
決
の
」
計
会
別
特
「
び

７
員
委
（
会
員
委
別
特
査
審

を
と
こ
る
す
と
査
審
続
継
の

。
た
し
ま
し
定
決

　

は
会
員
委
別
特
査
審
算
決月

ら
か
日

の
で
ま
日

。
た
し
ま
し
催
開
で
間
日
４

別
特
査
審
算
決

　

置
設
を
会
員
委

議会の様子をホームページで
見ることができます！

　議員の活動や広報など掲載しています。
　議会ページは町ホームページから見ることができます。

は
と
査
審
算
決
※

　

し
査
審
を
算
決
出
歳
入
歳

を
議
決
る
す
関
に
定
認
、
て

た
し
定
決
が
会
議
、
が
う
行

た
れ
さ
行
執
に
正
適
が
算
予

共
と
る
す
査
審
を
か
う
ど
か

て
い
づ
基
に
料
資
種
各
、
に

る
す
価
評
を
果
効
政
行
の
そ

味
意
な
要
重
て
め
極
う
い
と

。
る
あ
が

　

後
は
果
結
の
査
審
、
た
ま

執
政
行
や
成
編
算
予
の
度
年

。
る
れ
さ
か
生
に
行

ＱＡ
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言
一
の
し
た
わ

　

後
穂
刈
た
ま
、
花
の
ば
そ
い
白

安
不
の
年
近
、
が
す
ま
し
動
感
く

祈
を
事
無
の
業
作
農
に
候
天
な
定

時
の
才
２
女
長
。
す
で
り
か
ば
る

、
し
職
退
を
校
高
の
幌
札
が
夫
に

り
帰
に
寺
お

。
た
し
ま
ち
経
年

空
・
水
い
し
い
お
、
然
自
な
大
雄

、
に
り
が
繋
の
人
と
人
い
か
温、
え

慣
に
活
生
の
内
加
幌
も
私
に
ぐ
す

。
た
し
ま
き
で
が
と
こ
る
れ

　

街
も
区
地
牛
沼
、
ね
重
を
月
年

交
、
置
設
の
槽
化
浄
、
え
増
が
灯

は
で
面
活
生
ど
な
雪
除
、
段
手
通

し
減
激
が
民
住
、
方
一
た
し
上
向

便
郵
、
店
商
、
校
学
小
、
園
育
保

本
り
な
く
な
も
り
踊
盆
、
ト
ス
ポ

が
父
、
前
程
年
７

し
終
命
で
才

も
り
よ
何
や
療
診
問
訪
、
は
時
た

陰
お
の
し
ま
励
の
々
方
の
く
近

き
で
が
と
こ
る
取
看
で
宅
自
、
で

が
け
か
「
ら
か
れ
こ
、
が
た
し
ま

の
こ
に
か
豊
心
を
生
人
い
な
の
え

き
で
承
継
に
孫
子
、
り
わ
終
で
地

安
不
と
る
え
考
と
」
？
は
と
こ
る

。
す
ま
り
な
に

　

む
住
く
長
に
町
内
加
幌
『
日
先

会
修
研
の
』
り
作
み
組
仕
の
め
た

ら
か
れ
こ
、
き
頂
て
せ
さ
加
参
に

主
自
で
か
な
の
域
地
、
り
ま
狭
は

い
て
え
支
い
互
お
、
し
力
協
に
的

く
が
代
時
い
な
ら
な
ば
れ
け
な
か

。
た
し
ま
き
聞
を
話
お
う
い
と
る

貧
の
も
ど
こ
、
会
社
立
孤
、
年
近

。
た
し
ま
れ
ら
せ
さ

　

教
、
工
商
、
光
観
、
業
産
幹
基

が
題
課
ろ
い
ろ
い
ど
な
祉
福
、
育

ト
ン
ベ
イ
な
ま
ざ
ま
さ
な
う
よ
の

勉
勤
の
ん
さ
皆
、
て
じ
通
を
ど
な

わ
だ
こ
の
へ
食
、
事
仕
手
、
直
実

高
。
す
ま
れ
ら
せ
さ
心
感
は
に
り

政
行
、
中
む
進
の
化
疎
過
・
化
齢

恵
知
り
と
ひ
人
一
民
町
に
も
と
と

と
ば
れ
き
で
が
と
こ
く
い
て
え
か

水　
上　
幸　

ん
さ
枝

」
て
い
つ
に
事
祥
不
の
員
職
「
○

　

月
９

傷
が
員
職
課
祉
福
健
保
、
日

さ
捕
逮
に
署
察
警
別
士
、
で
疑
容
の
害

。
た
れ

　

月
８
、
は
て
い
つ
に
疑
容
捕
逮

を
性
女
の
中
際
交
て
い
お
に
宅
自
、
日

を
が
け
の
間
週
２
そ
よ
お
治
全
、
り
殴

　

い
て
れ
さ
留
勾
、
は
人
本
、
後
捕
逮

立
成
が
談
示
と
性
女
の
者
害
被
、
が
た

月
９
、
り
な
に
分
処
訴
起
不
、
し

日

　

命
機
待
宅
自
に
ち
直
、
は
て
し
と
町

、
は
在
現
、
し
限
制
を
勤
出
、
し
出
を
令

証
検
を
過
経
件
事
と
取
聴
の
ら
か
人
本

に
急
早
、
が
る
あ
で
ろ
こ
と
る
い
て
し

い
た
し
処
対
に
正
厳
、
し
討
検
を
分
処

。
る
い
て
え
考
と

　

基
に
託
信
の
民
住
、
は
員
務
公
方
地

が
と
こ
る
図
を
営
運
政
行
な
正
公
き
づ

の
体
全
、
は
員
職
、
り
お
て
れ
さ
請
要

る
す
対
に
政
行
の
民
住
て
し
と
者
仕
奉

正
適
つ
か
正
公
、
く
べ
る
え
応
に
待
期

ら
な
ば
れ
け
な
め
努
に
行
執
の
務
職
な

外
務
勤
、
し
か
し
。
る
あ
で
の
も
い
な

起
を
事
祥
不
な
う
よ
の
こ
、
え
い
は
と

頼
信
の
様
皆
の
民
住
、
は
と
こ
た
し
こ

で
憾
遺
変
大
、
り
な
に
と
こ
う
な
損
を

。
る
げ
上
し
申
び
詫
お
く
深
り
あ

　

ら
こ
起
が
事
祥
不
な
う
よ
の
こ
び
再

起
喚
の
正
粛
紀
綱
の
員
職
、
う
よ
い
な

く
早
も
刻
一
を
頼
信
の
様
皆
、
じ
講
を

。
る
あ
で
存
所
く
い
で
ん
組
り

用
採
の
員
隊
隊
力
協
し
こ
お
域
地
「
○

」
て
い
つ
に

　

求
が
域
地
、
て
し
と
援
支
祉
福
域
地

要
る
す
関
に
護
介
・
祉
福
・
健
保
る
め

関
機
係
関
、
民
住
域
地
を
ど
な
査
調
望

こ
お
域
地
、
る
す
を
動
活
て
し
力
協
と

ら
か
旬
下
月
５
を
集
募
の
員
隊
力
協
し

男
の
住
在
市
幌
札
、
旬
下
月
６
、
い
行

　

・
接
面
と
者
募
応
、
り
た
あ
に
用
採

認
と
任
適
、
い
行
を
認
確
の
容
内
務
業

協
祉
福
会
社
、
し
と
用
採
日
１
月
８
め

。
る
い
て
い
つ
に
務
業
で
会
議

成
平

年
　

会
例
定
回
３
第

告
報
政
行
長
町

牛
沼

　

成
平

。
た
し
ま
り
あ
件
７
が
告
報
政
行
長
町
、
て
い
お
に
会
例
定
回
３
第
年

　

、
ら
か
と
こ
る
い
て
し
載
掲
で
」
い
な
か
ろ
ほ
報
広
「
に
既
が
件
５
、
内
の
そ

。
す
ま
し
致
告
報
要
概
て
い
つ
に
件
２
他

19 2017.11
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「
平
成
」
は
30
年
ま
で
で
終
わ
る
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス

に
驚
か
れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
平
成
生
ま
れ
の

私
も
少
し
さ
び
し
い
思
い
と
、
次
の
年
号
は
何
に
な
る

ん
だ
ろ
う
と
い
う
ワ
ク
ワ
ク
感
が
織
り
交
ざ
っ
て
い
ま

す
。
残
り
の
「
平
成
」
の
時
代
を
噛
み
締
め
な
が
ら
、

す
ご
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
こ

れ
か
ら
師
走
。
忙
し
く
な
り
そ
う
で
す
ね
。

（10月末現在）

世帯数 806世帯
（前月比－3）

人　口 1,549人
（前月比－8）

　　男 763人
　女 786人

今月の表紙 産業祭でニジマスをゲット！
　毎年、子供たちに人気のイベント
「ニジマスつかみ取り」が今年も開
催！水槽で泳ぐニジマスの姿に目を
輝かせ、司会者の「よ～い、スタート！」
の掛け声に、素手でニジマスをキャッ
チ！たくさん捕まえられた子も、そ
うでなかった子も、その日の晩はニ
ジマスを使った料理を食べたことで
しょう。どう、おいしかったかい？

●
ひ
と
の
う
ご
き
●

ひ
と
の
う
ご
き

ひ
と
の
う
ご
き

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　
10
月
20
日　
楠
美　
ユ
リ　
様　
　
97
歳

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

◆
社
会
福
祉
協
議
会
に
◆

　
10
月
２
日　
清
水
由
美
子　
様

　
（
夫
、
美
輝
様
の
葬
儀
に
際
し
て
）

広報ほろかない10月号
2017 OCTOBER №743

ー 

お
詫
び
と
訂
正 

ー

　

10
月
号
の
２
ペ
ー
ジ
「
幌
加
内
町
地
域
お

こ
し
協
力
隊
か
ら
」
の
中
で
、
氏
名
の
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。

　
誤
）
佐
々
木　
義
信

　
正
）
佐
々
木　
祥
信

と
な
り
ま
す
。
謹
ん
で
お
詫
び
訂
正
し
ま
す
。

我が家の
アイドル！
我が家の
アイドル！

及
川

　澄
（
じ
ょ
う
）
く
ん

平
成
28
年
11
月
19
日

父　
竜　
平

母　
亜　
己

　

澄
は
、
最
近
ハ
イ
ハ
イ
を
覚

え
て
か
ら
、
毎
日
活
発
に
動
き

ま
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

家
の
中
の
気
に
な
る
物
を
イ
タ

ズ
ラ
し
て
遊
ん
で
い
ま
す
。

　

食
べ
る
こ
と
も
大
好
き
で
す
。

特
に
お
米
が
好
物
み
た
い
で
、

モ
リ
モ
リ
食
べ
、
叫
ん
で
催
促

し
て
き
ま
す
。
成
長
の
早
さ
に

戸
惑
い
も
あ
り
ま
す
が
、
と
て

も
嬉
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

の
び
の
び
元
気
に
育
っ
て
ね
！
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